
▼剪定枝の燃料活用のイメージ

▲人見街道の西武線を横断する
　踏切周辺の安全対策を求める

宮田よしひと
（市政会）

議
員
　
今
般
、
民
法
改
正

に
よ
る
共
同
親
権
が
導
入

さ
れ
る
が
、
子
ど
も
を
最

優
先
に
考
え
た
子
ど
も
・

家
庭
支
援
に
つ
い
て
市
の

考
え
は
。

市
長
　
市
こ
ど
も
計
画
に

お
い
て
、
子
ど
も
の
幸
せ

を
第
一
に
考
え
る
視
点
を

施
策
推
進
の
柱
に
掲
げ
、

各
家
庭
の
状
況
に
応
じ
た

相
談
支
援
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
今
後
も
離
婚
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の

子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長

し
、
将
来
に
希
望
を
持
て

る
環
境
づ
く
り
が
重
要
と

の
認
識
の
も
と
、
必
要
な

取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員
　
離
婚
前
か
ら
離
婚

後
ま
で
子
ど
も
と
家
庭
を

切
れ
目
な
く
支
え
る
体
制

が
重
要
と
考
え
る
が
、
市

の
取
組
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
離
婚

前
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、

養
育
等
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
を
提
供
し
、
養
育
費

等
の
取
決
め
の
促
進
を
図

り
、
離
婚
後
は
困
り
事
に

応
じ
て
各
種
支
援
の
情
報

提
供
等
を
行
っ
て
い
る
。

共
同
親
権
の
導
入
　

　
子
ど
も
・
家
庭
支
援
に

　
つ
い
て
市
の
考
え
は

全
て
の
子
ど
も
が
将
来

　
に
希
望
を
持
て
る
環
境

　
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る

奈良﨑久和
（公明府中）

議
員
　
令
和
８
年
４
月
に

施
行
さ
れ
る
高
次
脳
機
能

障
害
者
支
援
法
に
つ
い
て
、

市
の
認
識
は
。

市
長
　
同
法
に
は
、
当
事

者
だ
け
で
な
く
家
族
へ
の

支
援
や
相
談
体
制
の
整
備

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
、
関

係
機
関
が
連
携
し
な
が
ら

切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
の
重
要

性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
本
市
は
、
法
の
施
行
を

契
機
に
市
民
の
理
解
が
一

層
深
ま
る
よ
う
、
周
知
啓

発
に
努
め
、
当
事
者
や
家

族
に
寄
り
添
っ
た
支
援
の

充
実
に
つ
な
げ
て
い
く
。

議
員
　
同
法
の
趣
旨
等
を

幅
広
く
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
市
の
考

え
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
同
法
の

施
行
は
、
支
援
に
つ
な
が

り
に
く
か
っ
た
当
事
者
を

適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
て

い
く
機
会
と
捉
え
て
い
る
。

今
後
は
関
係
部
署
等
と
連

携
し
、
周
知
啓
発
に
取
り

組
み
、
理
解
促
進
と
支
援

に
つ
な
が
り
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

高
次
脳
機
能
障
害
者
　

　
支
援
法
に
つ
い
て

　
市
の
認
識
は

当
事
者
や
家
族
に
　

　
寄
り
添
っ
た
支
援
の

　
充
実
に
つ
な
げ
て
い
く

山本　真実
（自由クラブ）

議
員
　
令
和
６
年
４
月
に

施
行
さ
れ
た
精
神
保
健
及

び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関

す
る
法
律
の
改
正
で
は
、

精
神
障
が
い
者
を
含
む
地

域
生
活
支
援
の
包
括
的
な

確
保
を
市
町
村
に
求
め
て

い
る
が
、
市
は
ど
の
よ
う

な
体
制
の
整
備
を
行
っ
て

い
る
か
。

福
祉
保
健
部
長
　
精
神
障

害
に
も
対
応
し
た
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
連
絡
会

議
を
立
ち
上
げ
、
地
域
で

の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
に

関
す
る
課
題
抽
出
を
関
係

機
関
と
進
め
て
い
る
。

議
員
　
雇
用
契
約
を
結
ば

ず
に
働
く
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
事
業
所
の
利
用
者
数

と
平
均
工
賃
を
聞
き
た
い
。 

　
ま
た
、
一
般
就
労
へ
の

移
行
実
績
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
利
用
者

数
及
び
平
均
工
賃
は
、
６

年
度
で
そ
れ
ぞ
れ
６
２
８

人
、
月
額
１
万
５
８
８
７

円
で
あ
る
。

　
ま
た
、Ｂ
型
事
業
所
か

ら
一
般
就
労
へ
の
移
行
は
、

近
年
に
お
い
て
は
極
め
て

少
な
い
状
況
で
あ
る
。

精
神
障
が
い
者
へ
の
　

　
地
域
生
活
支
援

　
の
対
応
は

連
絡
会
議
を
立
ち
上
げ
　

　
課
題
抽
出
を
関
係
機
関

　
と
進
め
て
い
る

杉村　康之
（自由クラブ）

議
員
　
令
和
元
年
度
に
実

施
し
た
剪
定
枝
の
燃
料
活

用
に
関
す
る
調
査
の
試
算

結
果
を
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長
　
剪
定
枝

処
分
費
の
削
減
額
は
年
間

約
４
１
０
万
円
、
剪
定
枝

を
燃
料
に
活
用
し
た
場
合

の
灯
油
使
用
料
の
削
減
額

は
年
間
約
８
４
０
万
円
で

あ
る
。
ま
た
、
燃
料
活
用

に
係
る
設
備
導
入
経
費
は

約
１
億
４
５
０
０
万
円
だ

が
、
削
減
額
を
踏
ま
え
る

と
、
約
15
年
間
で
当
該
経

費
の
回
収
が
見
込
め
る
と

い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

議
員
　
剪
定
枝
活
用
の
メ

リ
ッ
ト
は
十
分
に
あ
る
と

考
え
る
が
、
公
共
施
設
の

改
築
等
の
際
に
設
備
の
導

入
を
検
討
す
る
考
え
は
。

環
境
担
当
参
事
　
二
酸
化

炭
素
の
削
減
に
寄
与
し
、

環
境
負
荷
低
減
の
効
果
が

期
待
で
き
る
一
方
で
、
騒

音
等
に
関
す
る
法
的
整
備

や
コ
ス
ト
面
な
ど
の
課
題

も
あ
る
た
め
、
総
合
的
な

検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
学
力
の
低
下
傾
向
に
つ
い

て

公
共
施
設
改
築
等
の
際

　
剪
定
枝
活
用
の
設
備

　
を
導
入
す
る
考
え
は

コ
ス
ト
面
な
ど
を
　

　
総
合
的
に
検
討
す
る

　
必
要
が
あ
る

西のなおみ
（無所属）

議
員
　
中
高
生
世
代
の
居

場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
放
課

後
等
に
家
庭
や
学
校
以
外

で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
第

三
の
居
場
所
と
し
て「
Ｃ

ｏ‒

Ｋ
ｏ
　
Ｐ
ｌ
ａ
ｃ
ｅ

（
コ
コ
プ
レ
）」
を
文
化

セ
ン
タ
ー
に
開
設
す
る
な

ど
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
今
後
も
よ
り
良

い
居
場
所
づ
く
り
に
向
け

検
討
し
て
い
く
。

議
員
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

状
態
の
子
ど
も
た
ち
は
、

家
庭
の
問
題
を
抱
え
た
ま

ま
20
代
に
な
る
場
合
も
多

い
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
本
市

で
は
支
援
対
象
を
お
お
む

ね
18
歳
未
満
と
し
て
い
る

が
、
協
働
事
業
を
実
施
し

て
い
る
一
般
社
団
法
人
ケ

ア
ラ
ー
ワ
ー
ク
ス
で
は
、

18
歳
以
降
の
ケ
ア
ラ
ー
も

相
談
事
業
等
の
支
援
対
象

と
し
て
い
る
。

　
下
水
道
事
業
に
お
け
る
官

民
連
携
方
式
の
導
入
に
つ
い

て
　

中
高
生
世
代
の
　

　
居
場
所
づ
く
り

　
市
の
考
え
は

現
在
の
取
組
に
加
え
　

　
今
後
も
よ
り
良
い
居
場

　
所
づ
く
り
を
検
討
す
る

奥村さち子
（ネット）

議
員
　
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
は
、
縦
割
り
の

制
度
で
解
決
困
難
な
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
包
括

的
な
支
援
体
制
を
整
備
す

る
事
業
で
あ
る
。
令
和
８

年
度
か
ら
の
事
業
の
実
施

に
向
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト
等

を
実
施
し
た
と
聞
く
が
、

そ
こ
か
ら
分
か
っ
た
課
題

を
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長
　
制
度
の

は
ざ
ま
に
あ
る
人
へ
の
支

援
の
難
し
さ
、
困
難
事
例

の
増
加
と
複
雑
化
、
支
援

者
の
負
担
増
加
と
属
人
的

対
応
、
連
携
、
情
報
共
有

の
難
し
さ
と
い
っ
た
項
目

が
共
通
す
る
課
題
と
し
て

抽
出
さ
れ
た
。

議
員
　
相
談
支
援
包
括
化

推
進
員
は
全
庁
的
な
体
制

整
備
を
目
的
と
し
て
い
る

が
、
具
体
的
な
役
割
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
困
難
事

例
を
多
機
関
協
働
事
業
に

つ
な
ぎ
、
各
会
議
で
事
例

検
討
を
行
い
、
会
議
後
に

は
所
属
部
署
へ
情
報
共
有
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
。

　
居
住
支
援
の
取
組
に
つ
い

て

重
層
的
支
援
体
制
整
備

　
事
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等

　
か
ら
分
か
っ
た
課
題
は

支
援
者
の
負
担
増
加
　

　
な
ど
が
課
題
と
し
て

　
抽
出
さ
れ
た

せ
ん

他

他他

議
員
　
調
布
基
地
跡
地
留

保
地
で
整
備
が
進
ん
で
い

る
大
型
商
業
施
設
に
つ
い

て
、
想
定
さ
れ
て
い
る
駐

車
場
台
数
を
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長
　
交
通
量

調
査
等
に
加
え
、
関
係
法

令
の
規
定
台
数
を
総
合
的

に
勘
案
し
１
６
０
０
台
程

度
を
見
込
ん
で
い
る
と
聞

い
て
い
る
。

議
員
　
人
見
街
道
の
西
武

線
を
横
断
す
る
踏
切
周
辺

は
、
道
幅
が
狭
い
上
に
交

通
量
も
多
く
危
険
な
状
況

が
続
い
て
い
る
。
同
施
設

の
開
業
に
よ
り
、
に
ぎ
わ

い
の
創
出
が
期
待
さ
れ
る

一
方
で
、
歩
行
空
間
の
確

保
に
向
け
た
拡
幅
な
ど
交

通
環
境
等
の
安
全
対
策
が

必
要
と
考
え
る
が
、
都
の

対
応
状
況
は
。

都
市
整
備
部
長
　
都
か
ら

は
、
多
磨
駅
の
自
由
通
路

整
備
に
伴
う
歩
行
者
交
通

量
の
変
化
や
、
都
市
計
画

道
路
の
整
備
の
進
捗
状
況

を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い

く
と
聞
い
て
い
る
。

　
新
町
プ
ー
ル
跡
地
の
公
園

整
備
に
つ
い
て

調
布
基
地
跡
地
に
建
設
　

　
予
定
大
型
商
業
施
設
の

　
交
通
環
境
等
対
策
は

都
か
ら
都
市
計
画
道
路
　

　
整
備
の
進
捗
等
を
踏
ま

　
え
検
討
と
聞
い
て
い
る

からさわ地平
（日本共産党）
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